
母
子
保
健
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

母
子
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
七
条
の
二

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
病
院
、
診
療

所
又
は
助
産
所
以
外
の
施
設
で
あ
っ
て
、
第
七
条

の
四
各
号
に
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
四
号
ロ
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。）を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
市

町
村
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
施
設
）

第
七
条
の
三

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

二

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
母
子
健

康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

三

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一

号
）
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
保

健
セ
ン
タ
ー

四

そ
の
他
市
町
村
長
が
適
当
と
認
め
る
施
設

（
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
基
準
）

第
七
条
の
四

法
第
十
七
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

（
新
設
）

一

産
後
ケ
ア
事
業
を
管
理
す
る
者
を
定
め
る
こ

と
二

助
産
師
、
保
健
師
又
は
看
護
師
の
い
ず
れ
か

を
常
に
一
名
以
上
配
置
す
る
と
と
も
に
、
当
該

事
業
の
内
容
に
応
じ
、
心
理
に
関
す
る
知
識
を

有
す
る
者
そ
の
他
事
業
の
実
施
に
必
要
な
者
を

置
く
こ
と
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〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
九
号

母
子
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、並
び
に
母
子
保
健
法（
昭

和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
母

子
保
健
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
八
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信





三

緊
急
時
の
対
応
等
を
含
め
、
出
産
後
一
年
を

経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
の
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
産
後
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ

と
四

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
事
業
の
区
分
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
定
め
る
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
近
隣
の
場
所
に
あ

る
他
の
施
設
に
お
い
て
共
同
し
て
使
用
で
き
る

設
備
が
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
出
産
後
一
年
を

経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳
児
に
対
す
る
産
後
ケ

ア
を
行
う
に
当
た
り
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
事
業

次
に
掲
げ
る
設
備

居
室

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
部
屋

乳
児
の
保
育
を
行
う
部
屋

そ
の
他
事
業
の
実
施
に
必
要
な
設
備

ロ

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
事
業

出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
子
及
び
乳

児
を
通
わ
せ
、
個
別
的
又
は
集
団
的
に
産
後

ケ
ア
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

五

産
後
ケ
ア
事
業
の
う
ち
、
法
第
十
七
条
の
二

第
一
項
第
一
号
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
前
各
号

に
掲
げ
る
要
件
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を

満
た
す
こ
と
。

イ

適
当
な
換
気
、
採
光
、
照
明
、
防
湿
及
び

排
水
の
設
備
を
有
す
る
こ
と

ロ

同
時
に
お
お
む
ね
二
十
人
以
上
の
妊
産
婦

を
短
期
間
入
所
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

た
だ
し
、
他
に
短
期
間
入
所
さ
せ
る
べ
き
適

当
な
施
設
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
臨
時
応

急
の
た
め
短
期
間
入
所
さ
せ
る
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
母
子
保
健
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年

四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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